
１．工事概要

工 事 名：一般県道雲仙千々石線道路改良工事
（法面工）

発 注 者：長崎県島原振興局道路都市計画課
工事場所：長崎県雲仙市小浜町雲仙
工 期：平成２１年９月１４日～

平成２２年９月３０日まで
道路土工（片切掘削）３，０６０�、（オープン掘削）

１２０�、（残土処理）３，２７０�、（法面整形）１，６４０
�、（植生基材吹付５cm）８４９�、（ラス張り）１，５３０
�、（吹付枠２００×２００）２，６８９m、（連続繊維補強
土工）１００�、（鉄筋挿入工）１，０５５本、（落蓋式側
溝５００×５００）１５３m、（暗渠排水管５００）１５m、（切
取防護柵）１１２m、（小段排水工）２８m、（小段張
コンクリート）２２１�、（埋戻コンクリート）７０�、
（小口止コンクリート）１箇所を施工する法面道
路改良工事です。

２．問題点

①工事箇所は県道に隣接している。当初設計に
切取防護柵設置は無く、事前調査の結果、掘削面
が道路に対し切り立っていることから、仮設防護
柵設置の計画を余儀なくされた。
②県道隣接により工事用施工スペースに限りが
有り、片切掘削を上段より施工するにつれ安全作

業通路の確保が困難となった。
③鉄筋挿入工（アンカー工）に用いる削孔二重
管に合わせるため、鉄筋のかぶり厚を確保しつつ、
法枠型枠の構造変更をおこなう必要があった。
④工事施工箇所は山間部であることから、冬期
の自然環境に対応するため、使用する吹付モルタ
ルの凍害防止対策が必要とされた。
⑤既設物取壊し後の斜面現場形状が設計条件と
一致せず、設計条件に限りなく近づける工法を選
択しなければならなかった。

３．工夫・対策点・改良点

本工事は雲仙千々石線道路改良に関連する工事
で現場に隣接する現道を常時車両通行させながら
の工事施工であります。よって、第三者への災害
防止には万全を期するよう心がけ、現場内外の安
全管理対策についても日々努力しました。
また、工事開始後、速やかかつ安全に工事を完
成することが、全体の災害防止対策であると意識
づけ、施工上の問題点をいち早く工夫・対策・改
良し早期の解決に努めました。
２－①に対して、まず、工事施工箇所の着手前
の事前調査を実施しました。今回掘削する面は隣
接する県道の既設落石防止柵のすぐ側まで迫って
切りたった部分や危険と思われる場所であるのに、
落石防止柵が存在しない所があって安全策を講じ
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なければ、常時、現道を車両通行させながらの工
事は難しいと判断しました。第三者会議で問題と
して取り上げ当初、設計にはなかったものの現地
地山形状を確認し、長崎県切取防護柵標準設計を
基に計画を作成し発注者の承諾を得て設置をおこ
ないました。また、自社で危険と判断した場所に
も標準設計に従い切取防止柵を設置し、より安全
に第三者の通行が営まれるよう努め、工事の円滑
な進捗を図りました。
２－②に対しては、片切掘削を上段より下段へ
と進める際、下段部で隣接する県道の常時通行を
確保するべく設置した切取防護柵が支障となり工
事用施工スペースが狭くなり、建設機械の作業ス
ペースしか取れず作業員の安全通路がなくなって
しまいます。一方は掘削した高斜面、もう一方は
高い防護柵となり限られた作業スペースなので、
昇降場所を数多く設けられませんでした。どうし
ても、稼働している建設機械を一旦停止させ作業
員は通行しなければなりませんが、なにぶん狭い
スペースで作業をしていてオペレーターが作業員
の声の合図に気づかない事が想定されましたので、
指定玉掛け等合図者以外にも、警笛を常に携帯さ
せ重機作業範囲内の通行の際に使用させたところ
効力を発揮し労働災害防止に一役買いました。
２－③に対して、鉄筋挿入工（アンカー工）に
用いる材料の削孔は二重管径が９０mmです。通常
使用する２００×２００法枠用ユニット式フリーフォー
ムのフープタイの真ん中の寸法は８６mmで二重管
の取り付けが出来ませんので、管の肉厚も考慮し
まして真ん中の間隔を１００mmにしました。また、
今回施工します法枠の配筋についても一般的な仕
様とは異なっていてD１６mmが設計されており、
通常２００×２００法枠配筋はD１３mmでありますから
大きくなった分鉄筋のかぶり厚さが確保出来ませ
ん。よって、法枠工の設計・施工指針に基づき鉄
筋の最小かぶり厚を計算上はじき出し３６mm以上
になる様に法枠寸法幅を２１０に変更、２００×２１０法
枠に構造変更し発注者の承諾を得て品質を確保し
つつ施工をおこないました。

２－④に対して、冬期の山間部での工事で直接
影響を受ける工種がモルタル吹付工でありました。
この時期の気温はコンクリートを打設出来る気温
に達する時間は短く、作業の中止・延期が予想さ
れていたので、吹付モルタルの凍害を防止し、尚
且つ低温時でも施工出来るモルタル防凍剤を使用
しました。防凍剤の効果として施工初期の凍結を
防止し、早期に強度を確保します。防凍剤を混合
する事により施工後水分の凍結温度を下げ凍害を
防ぎ水和反応を促進し、硬化が早くなります。防
凍剤は完全無塩化のものを使用し法面に使用する
ラス金網やアンカーピン、吹付機械等に錆が出な
い。この様に、冬期でも高い品質を保てる防凍剤
を使用したことによって品質の低下を防ぐことが
出来た。
しかし、使用方法を間違えると逆に品質の低下
となる。例えば、防凍剤を水に溶かしての使用は
しない。打設後のヒーター等による熱風養生は亀
裂の原因になるので避ける。優れた品を使用する
際はその品について十分理解した上での使用をお
勧めします。
２－⑤に対して、既設物取壊し後の斜面形状が
設計条件と一致しなかったため、設計条件に限り
なく近づける工法としてNETIS 新技術情報提供
システムに登録されている連続繊維土工工法を提
案し発注者に承諾を得て施工をおこないました。
連続繊維補強土工は砂質土（砂）に連続したポリ
エステル繊維を均質に混合し、砂粒子と連続繊維
との摩擦によって擬似的な粘着力を付与した補強
土で柔軟性と耐浸食性に優れたものである。機能
と特徴として、連続繊維補強土工＋植生工で法面
表面の保護や環境保全機能を有する。築造形状は
重度が高く凹凸や既存木のある地形でも築造可能
である。連続繊維補強土中には草・木等植物の根
が奥深く伸長でき、耐浸食性に優れた緑化基礎工
である。連続繊維補強土は柔軟性に富んでいるこ
とから凍害を受ける様な寒冷地でも機能を維持出
来る。リサイクル材料を多く用いて循環型社会の
形成に適合している。以上の様な性能を備えもつ
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工法で設計条件に限りなく近づけた施工をおこな
うことが出来ました。

図―１ 切取防護柵設置

図―２ 警笛の効力発揮

図―３ 防凍剤混合状況

図―４ 連続繊維補強土工

４．結 果

今回の工事は、安全な道を作る道路改良工事で
ありました。第三者の安全を確保し、雲仙・天草
国立公園内において自然環境面での工事の周辺地
域との調和を図り、現場で働く作業員に起こりう
る災害の防止対策に力を注ぎ、より良い工事の品
質管理・出来形管理に努めた結果、無事故無災害
で本工事の完成を迎え完成した工事も一定の評価
を受けることが出来ました。工事現場は一人では
造る事は出来ません。【一人ひとりが主役です。】
チームを大事に周りの全ての人とのコミュニケー
ションを図り、安全第一で現場管理をおこない明
るい建設業の発展に貢献して参ります。
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